
山田川流域の古絵図と古文書 展示資料目録
展示№ 資      料      名 年　　代 員数 法　　量 所蔵者

①古代の絵図

1 大和国添下郡京北班田図 鎌倉時代 1
西大寺
（奈良国立博物館画像提
供〔佐々木香輔撮影〕）

②近世初期の古文書―土地関係の帳面―
2 山田村検地帳 天正17（1589）年 1 縦23.0×横16.0cm 個人
3 山城山田東郷永川成帳 慶長14（1609）年 1 縦26.8×横20.0cm 個人
4 山田本郷毛見帳 慶長18（1613）年 1 縦26.6×横19.5cm 個人
5 上山城□□□(村)御預り所検見帳 慶長19（1614）年 1 縦26.0×横19.6cm 個人
6 吐師村之内山田出作帳 寛永7（1630）年 1 縦24.0×横17.5cm 個人
7 山城国山田村名寄帳 正保2（1645）年 1 縦25.6×横18.5cm 個人

③近世の絵図

8 山田乾谷柘榴三ヶ村絵図 江戸時代 1
全長：縦228.0×横226.0cm
本紙：縦167.0×横206.1cm

精華町教育委員会

9 山田村絵図（Ａ） 江戸時代 1 縦65.8×横48.4cm 個人
10 山田村絵図（Ｂ） 江戸時代 1 縦46.6×横62.2cm 山田自治会

④明治の絵図―地租改正の絵図と文書―
11 地券（改正地券） 明治13（1880）年 1 縦25.1×横32.9cm 精華町教育委員会
12 相楽郡第七区乾谷村耕地絵図面 明治6（1873）年 1 縦267.2×横343.0cm 乾谷自治会
13 相楽郡第七区山田村耕地絵図面 明治6（1873）年 1 縦157.5×横301.0cm 山田自治会

14 山田村一筆帳 明治時代 27
書籍箱：幅20.0×奥行26.7×
高さ33.5cm
山一筆帳：縦24.0×横26.8cm

個人

15 字弐拾六号字絵図 明治時代 1 縦48.3×横33.5cm 個人
16 山城国相楽郡第弐区山田邨山絵図番号入 明治時代 1 縦54.6×横39.5cm 個人
17 字図（山田村字柳谷） 明治時代 1 縦33.9×横54.9cm 個人
18 字図（山田村字柳谷） 明治時代 1 縦34.4×横61.9cm 個人
19 字図（山田村字柳谷） 明治時代 1 縦53.2×横75.0cm 山田自治会

※参考資料は本表から除いた
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主要参考文献 

 

『精華町史』本文篇（1996年）、史料篇Ⅰ（1989年）、史料篇Ⅱ（1992年） 

『せいか歴史物語 デジタル版』（精華町、2018年） 

『木津町史』本文篇（1991年） 

『山城町史』本文編（1987年）、史料編（1990年） 

『田辺町近世近代資料集』（1987年） 

『京都の歴史』4（学芸書林、1969年） 

『史料京都の歴史』3（平凡社、1979年） 

 

奈良県立橿原考古学研究所編『大和国条理復原図』（奈良県教育委員会、1980

年） 

東京大学文学部・奈良国立博物館編『西大寺古絵図は語る 古代・中世の奈良』

（奈良国立博物館、2002年） 

石上英一『古代荘園史料の基礎的研究』上・下（塙書房、1997年） 

佐藤信編『西大寺古絵図の世界』（東京大学出版会、2005年） 

藤田裕嗣『荘園絵図が語る古代・中世』（山川出版社、2009年） 

 

秋澤繁「太閤検地」（『岩波講座日本通史』第 11巻近世 1、岩波書店、1993 年） 

池上裕子『戦国時代社会構造の研究』（校倉書房、1999年） 

池上裕子『日本中近世移行期論』（校倉書房、2012年）    

中口久夫『太閤検地と徴租法』（清文堂、2012年） 

今野真「太閤検地の土地把握と計算・記述能力」上・下（『織豊期研究』14・15

号、2012・2013年） 

平井上総「豊臣期検地一覧（稿）」（『北海道大学文学研究科紀要』144、2014年） 

 

 

 

須磨千穎「山城上賀茂の天正検地」（『論集中世の窓』吉川弘文館、1977年） 

須磨千穎「上賀茂神社と太閤検地」（『神道史研究』第 55巻第 2号、2007年） 

伊藤真昭『京都の寺社と豊臣政権』（法蔵館、2003年） 

『南山城の神社と祈り』（京都府立山城郷土資料館、2015年） 

吉田ゆり子『兵農分離と地域社会』（校倉書房、2000年） 

吉田栄治郎「狛野南庄域の五ヶ村入り組み問題をめぐって―天正十九年「上山

城上狛村指出帳」の書誌情報を中心に―」（『やましろ』25、城南郷土史研究会、

2011年） 

 

細川護貞監修『綿考輯録』第 1巻（出水神社、1988年） 

藤井譲治編『織豊期主要人物居所集成』（思文閣出版、2011年） 

『京都府遺跡調査報告集』第 165冊（京都府埋蔵文化財調査研究センター、2016

年） 

 

佐藤甚次郎『明治期作成の地籍図』（古今書院、1986年） 

『彦根 明治の古地図』3（彦根市、2003年） 

『新修茨木市史』第 8巻史料編地理（2004年） 

『国立歴史民俗博物館研究報告』163集（「明治地籍図の集成的研究」、2011年） 

古閑大樹「地籍図類の歴史」1～10（『月刊登記情報』655～664、2016～2017

年） 

竹林忠男「京都府における地租改正ならびに地籍編纂事業」上・下（『資料館紀

要』17・25号、京都府立総合資料館、1989・1997 年） 

『今里地区古文書調査報告書』解説篇（長岡京市教育委員会、1990年） 
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